
JTUトライアスロン強化対策
オリンピックで目標を達成するために

　遂に今年、リオデジャネイロで第31回夏季オリンピック競技大会／
第15回夏季パラリンピック競技大会が開催される。オリンピックでの女子入賞、男子12位以内という目標達成のため、
そして2020年に東京で開催される第32回夏季オリンピック競技大会／第16回夏季パラリンピック競技大会に

つなげるため、今年もJTUでは選手の育成・強化を実施していく。

ASTCアジアトライアスロン選手権ニュータイペイ大会

ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会
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2016年JTUトライアスロン・
エリート強化指定選手制度
 対象選手と認定期間 
　日本国籍を有する16歳以上（2016年12月31日現在）の
JTU登録選手。期間は2015年12月1日から2016年11月
末日。
 認定内容と承認手順
　「JTUエリート強化オリンピックO（1～5）指定選手、JTUエ
リート強化A（1～7）指定選手、JTUエリート強化B（1～11）
指定選手」を四半期（3カ月）ごとに選考し、理事会承認により
認定する。評価にあたっては、レース展開上の諸条件や抗議・
上訴などの結果を考慮する場合がある。なお、各対象大会で資
格の取得・昇格があった場合は、次の大会参加を優位に進める
ため、新規資格の即時適用を基本とする。
 対象トライアスロン大会・記録会（カッコ内は略称） 
1）ITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）
2）ITUトライアスロン・ワールドカップ（W杯）
3）ITUトライアスロン世界U23選手権（世界U23選手権）
4）ITUトライアスロン世界ジュニア選手権（世界ジュニア選手権）
5）ITUトライアスロン・コンチネンタルカップ（C杯）
6）ASTCトライアスロンアジア選手権（アジア選手権）
7）ASTCトライアスロンアジアU23選手権（アジアU23選手権）
8）ASTCトライアスロンアジアジュニア選手権（アジアジュニア
選手権）
9）日本トライアスロン選手権（日本選手権）
10）JTU公式大会、国民体育大会、日本スプリント選手権、
日本U23選手権、日本U19選手権（公式大会）
11）JTU認定記録会（認定記録会）
 JTU強化指定への資格等の授与（詳細は別基準・規定） 
1）JOCオリンピック強化指定選手への選考資格（6名以内基本）
2）ITU世界トライアスロンシリーズ、ワールドカップ、コンチネ
ンタルカップの出場資格（派遣基準）は別規定
3）JTU公式大会（国体、日本選手権、日本U23・U19選手権を
除く）出場資格
4）大会主催者招待枠の優先出場資格
5）強化合宿（国内・海外）への参加資格（別規定）
6）強化全般の各種支援
 補則 
1）「JOC派遣の国際総合大会」の評価は別に審議し決定する
2）「世界トライアスロンシリーズランキング」の評価は別に審議
し決定する
3）「順位率」の記載がないランクは出場人数により評価する
4） 派遣規定（ユニフォーム含む）は別に定める
5）荒天や災害などにより距離・種目が変更された場合、レース中
の予期せぬ事故や上位選手の失格などで順位繰り上げがあった
場合は、オリンピック対策チームで審議し評価を決定する

2016年JTUトライアスロン・
ジュニア強化指定選手制度
 対象選手と認定期間
　日本国籍を有する12-19歳（2016年12月31日現在）の
JTU登録選手。期間は2015年12月1日から2016年11月末日。
 認定内容と承認手順
　「JTUジュニア強化S（1～7）指定選手、A（1～11）指定選
手、B（1～8）指定選手、 C（1～5）指定選手、D（1～3）指定
選手、E（1～3）指定選手」を四半期（3カ月）ごとに選考し、理
事会承認により認定する。評価にあたっては、レース展開上の
諸条件や抗議・上訴などの結果を考慮する場合がある。なお、
各対象大会で資格の取得・昇格があった場合は、次の大会参加
を優位に進めるため、新規資格の即時適用を基本とする。
 対象トライアスロン大会・記録会（カッコ内は略称） 
1）ITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）
2）ITUトライアスロン・ワールドカップ（W杯）
3）ITUトライアスロン世界U23選手権（世界U23選手権）
4）ITUトライアスロン世界ジュニア選手権（世界ジュニア選手権）
5）ITUトライアスロン・コンチネンタルカップ（C杯）
6）ASTCトライアスロンアジア選手権（アジア選手権）
7）ASTCトライアスロンアジアU23選手権（アジアU23選手権）
8）ASTCトライアスロンアジアジュニア選手権（アジアジュニ
ア選手権）
9）日本トライアスロン選手権（日本選手権）
10）JTU公式大会、国民体育大会、日本スプリント選手権、日
本U23選手権、日本U19選手権（公式大会）
11）JTU主催大会でU19/U15カテゴリーを設定している大会
（公式大会（U19/U15））
12）日本学生トライアスロン選手権（日本学生選手権）
13）JTU認定記録会（認定記録会）
 参加資格の授与＜対象ランク（派遣は別規定）＞ 
1）コンチネンタルカップ＜S・A/16-17歳はスプリントディスタ
ンス（SD）のみ＞ 
2）ジャパンカップ＜S・A・B・C/16-17歳はSDのみ＞ 
3）JTU公式大会（U19）＜S・A・B・C＞ 
4）日本U23選手権＜S・A・B・C/18歳以上＞ 
5）日本U19選手権＜S・A・B・C＞ 
6）日本U15選手権＜D・E＞ 
7）U23強化合宿＜別規定＞ 
8）U19強化合宿＜別規定＞ 
9）U15強化合宿＜D・E＞ 
10）ITUジュニア・コンチネンタルカップ＜S・A・B・C/16-17
歳はSDのみ＞
 備考 
1）「JOC派遣の国際総合大会」の評価は別に審議する
2）「順位率」の記載がないランクは出場人数により評価する
3）派遣規定（ユニフォーム含む）は別に定める
4）荒天や災害などにより距離・種目の変更された場合、レース中
の予期せぬ事故や上位選手の失格などで順位繰り上げがあった
場合は、オリンピック対策 チームで審議し評価を決定する

252016 JTU Magazine  Vol.1



2016年度JTUオリンピック
対策チーム・事業計画（案）
 エリート強化
1）エリート強化O指定選手活動（補助金）（通年）
2）第1回ナショナルチーム合宿（長野）（5月1日（日）～5月10
日（火））
3）第2回ナショナルチーム合宿（味の素NTC・JISS）（5月19日
（木）～5月21日（土））
4-1）ヨーロッパ遠征合宿（リーズ、キッツビュール、ストックホ
ルム、ティサ、ハンブルグ）（6月8日（水）～7月19日（火））
4-2）リオ対策合宿（個別、希望場所）（6月8日（水）～7月19日
（火））
5）リオ対策合宿（個別、希望場所）（7月19日（火）～8月12日
（金））
6）パンアメリカ遠征（メキシコシティ・コズメル・サリナス）（8月
29日（月）～9月29日（木））
7）第3回ナショナルチーム合宿（宮崎）（10月11日（火）～10
月27日（木））
8）第4回ナショナルチーム合宿（味の素NTC・JISS）（11月28
日（月）～12月1日（木））
9）第5回ナショナルチーム合宿（宮崎）（2017年1月9日（月・
祝）～1月23日（月））
 次世代強化
1）ジュニア強化指定選手およびJSCタレント選手・個別合宿
（通年）
2）第1回U15合宿（岐阜）（7月31日（日）～8月4日（木））
3）第1回U23強化合宿（長野）（8月18日（木）～8月26日（金））
4）ニュージーランド遠征（12月10日（土）～12月20日（火））
5）第2回U23強化合宿（味の素NTC・JISS・宮崎）（12月21日
（水）～28日（水））

6）第2回U15合宿（未定）（12月25日（日）～12月28日（水））
7）第3回U23強化合宿（宮崎）（2017年3月22日（水）～3
月27日（月））

JTUトライアスロンアカデミー
プロジェクト
　「JTUトライアスロン・タレント発掘プロジェクト」（一貫指導
システム、全国強化拠点、スカウティング）の事業として、次世代
のタレントを発掘して「アカデミー選手」に認定し特別な育成・
強化を実施していく。

ITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナルシカゴ大会
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 サポート
1）JTU強化拠点での特別プログラム提供
2）合宿費・遠征費などの活動支援
3）学業・生活拠点などの活動サポート
4）バイクなど機材の提供
5）その他、特別強化に関わる諸事業の展開
 認定基準
対象
日本国籍を有する16-19歳（2016年12月31日現在）のJTU
登録選手
審査
・アカデミー選考記録会（スイム400m、ラン3,000m） 
・適正診断 
・面接（本人）
・最終選考 最終面接（本人・保護者）
期間
認定開始日から20歳（該当年12月31日現在）になるまで
支援
当該選手の活動するJTU強化拠点（アカデミー拠点のみ）での
支援を行う。
1）JTUエリート強化A指定選手：四半期/1名 
2）JTUエリート強化B指定選手：四半期/1名 
3）JTUアカデミー選手：四半期/1名

　2016年シーズンはオリンピックイヤーとなるため、
掲げた目標（女子入賞、男子12位以内）を達成する
ために必要な強化策を講じ、選手がスタートラインに
立ったとき、「すべての準備ができた」と自信を持てるよ
う、万全の準備をしていきます。
　そして、JTU役員、スタッフ、スポンサーはもとより、
日本オリンピック委員会（JOC）や日本スポーツ振興セ
ンター（JSC）など関係各位の総力を結集してリオデ
ジャネイロに向かい、さらにその流れを2020年の東
京まで繋げていきたいと考えています。
　また、世界トライアスロンシリーズでは、グランドファ
イナルのコスメルまでの9戦を戦い、女子6位以内、男
子12位以内の目標を達成し、2020年の女子メダル
獲得、男子入賞という目標達成につながるよう効果的
な派遣を行っていきます。

　次世代育成強化は次の大きな三つの目標が掲げら
れます。一つ目が第32回夏季オリンピック競技大会
（2020/東京）に向けての強化。二つ目がそれ以降
に向けた強化。三つ目がトップ指導者の育成です。
　現在、エリートで戦う選手に対抗できる若手選手の
育成・強化が2020年に向けた強化の主軸となります。
年齢やポイントシステムの状況から、2020年に向けて
活動が可能な選手は数名に絞られます。その絞られ
た選手たちをいかに世界レベルにまで育成していくか
を念頭に、出場レースの選定や強化合宿の開催などで
支えていきます。
　同時にその次の世代の育成も重要となります。教育
に重点を置きながら4年後には世界を舞台に戦える
心身の強さを習得させる必要があります。
　これを達成できるかについては、三つ目の指導者育
成が大きく影響してきます。

オリンピック対策チーム　
マネージャー山根英紀（千葉）

次世代育成強化委員会　
委員長 中山俊行（神奈川）

ASTCアジアトライアスロン選手権ニュータイペイ大会

第17回日本ジュニアトライアスロン選手権

マネージャー・委員長コメント

第21回日本トライアスロン選手権東京港大会
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ITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）
3月4日（金）、5日（土） アブダビ大会（アラブ首長国連邦）（51.5km）
4月9日（土）、10日（日） ゴールドコースト大会（オーストラリア）（51.5km）
4月23日（土）、24日（日） ケープタウン大会（南アフリカ）（25.75km）
5月14日（土）、15日（日） 横浜大会（日本）（51.5km）
6月11日（土）、12日（日） リーズ大会（イギリス）（51.5km）
7月2日（土）、3日（日） ストックホルム大会（スウェーデン）（51.5km）
7月16日（土）、17日（日） ハンブルク大会（ドイツ）（51.5km）
9月3日（土）、4日（日） エドモントン大会（カナダ）（51.5km）
9月17日（土）、18日（日） グランドファイナル（GF）コスメル大会（メキシコ）（51.5km）

ITU世界U23選手権（51.5km）
9月16日（金）、17日（土）コスメル大会（メキシコ）

ITU世界ジュニア選手権（25.75km）
9月16日（金）コスメル大会（メキシコ）

ITU世界選手権
2月13日（土）、14日（日）
ITU世界ウィンタートライアスロン選手権（オーストリア・ツェルトベク） 
6月4日（土）、5日（日）
ITU世界デュアスロン選手権（スペイン・アビレス）
7月16日（土）、17日（日）
ITU世界ミックスリレートライアスロン選手権（ドイツ・ハンブルク）
7月23日（土）、24日（日）
ITU世界パラトライアスロン選手権（オランダ・ロッテルダム）
9月4日（日）
ITUパワーマン・ロングディスタンスデュアスロン世界選手権（スイス・ツォフィンゲン）
9月14日（水）
ITU世界アクアスロン選手権（メキシコ・コスメル）
9月15日（木）
ITU世界エイジグループスプリントディスタンストライアスロン選手権（メキシコ・コスメル）
9月18日（日）
ITU世界エイジグループトライアスロン選手権（メキシコ・コスメル）
9月24日（土）、25日（日）
ITU世界ロングディスタンストライアスロン選手権（アメリカ・オクラホマ）
11月19日（土）、20日（日）
ITU世界クロストライアスロン選手権（オーストラリア・スノーウィー･マウンテンズ）

ITUワールドカップ
3月12日（土）、13日（日） ムールラバ大会（オーストラリア）（25.75km）
4月2日（土）、3日（日） ニュープリマス大会（ニュージーランド）（25.75km）
4月16日（土）、17日（日） チョウトゥー大会（中国）（51.5km）
5月7日（土）、8日（日） カリアリ大会（イタリア）（25.75km）

2016年世界主要大会

5月7日（土）、8日（日） ウァトゥルコ大会（メキシコ）（51.5km）
6月18日（土）、19日（日） キッツビュール大会（オーストリア）
7月9日（土）、10日（日） ティサウィバローシュ大会（ハンガリー）（25.75km）
8月6日（土）、7日（日） モントリオール大会（カナダ）（25.75km）
9月24日（土）、25日（日） サリナス大会（エクアドル）（25.75km）
10月22日（土）、23日（日） トンヨン大会（韓国）（25.75km）
10月29日（土）、30日（日） 宮崎大会（日本）（51.5km）

ASTCアジア選手権
4月16日（土）、17日（日）南アジアトライアスロン選手権（ネパール・ポカラ）
4月29日（金・祝）～5月1日（日）廿日市大会（日本）
11月19日（土）、20日（日）西アジアトライアスロン選手権（ヨルダン・アカバ）

NTT-ASTCアジアカップ
4月16日（土）、17日（日）スービックベイ大会（フィリピン）
5月7日（土）タイチョウ大会（中国）
5月13日（金）～15日（日）ブラベイ大会（カザフスタン）
6月5日（日）ニュータイペイ大会（チャイニーズ・香港）
6月26日（日）蒲郡大会（日本）
7月1日（金）～3日（日）コクシェタウ大会（カザフスタン）
7月10日（日）大阪大会（日本）
7月16日（土）、17日（日）シンガポール大会
8月27日（土）、28日（日）パリアマン大会（インドネシア）
9月25日（日）村上大会（日本）
10月15日（土）、16日（日）スプリント・香港大会（チャイニーズ・香港）
11月19日（土）、20日（日）ブリトゥン島大会（インドネシア）

アジア大会
9月10日（土）、11日（日）
ITU世界ロングディスタンストライアスロン・シリーズイベント（中国・ウェイハイ）

ITU世界パラトライアスロン大会
3月20日（日）バッファローシティー大会（南アフリカ）
4月23日（土）、24日（日）ペンリス大会（オーストラリア）
4月29日（金・祝）廿日市大会（日本）
5月14日（土）、15日（日）アギラス大会（スペイン）
5月14日（土）横浜大会（日本）
6月5日（日）ストラックライド大会（イギリス）
6月19日（日）ブサンソン大会（フランス）
7月23日（土）、24日（日）ロッテルダム大会（オランダ）

その他の大会
8月18日（木）、20日（土）第31回夏季オリンピック競技大会（ブラジル）
9月10日（土）、11日（日）第15回夏季パラリンピック競技大会（ブラジル）

　近年、ITU世界トライアスロンシリーズがテレビ放映されるなど、海外のレースが注目を集めている。
世界各国で開催されるレースは、海外選手との激しいレース展開はもちろん、景色や食事などレース以外でも楽しみが多い。
近年はエリート選手のみならずエイジグループ選手やパラトライアスロン選手も世界の舞台に挑み、結果を残している。
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